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連載　改善の手順
～QCストーリーとその選択～

　 改善を実施していくうえでの定石である問題解決型QＣストーリーの概略を第２回と第３回で解説してきまし
た。改善を実施していくためのＱＣストーリーは今現在、4つの型が認められています。4つの型とは、「問題解
決型」「課題達成型」「施策実行型」「未然防止型」です。この中で、最も重要で基本となる改善のやり方が問
題解決型です。ですから、第2回、第3回において、この改善の定石と言われている問題解決型を取り上げて解説
しました。これ以外の3つの型についても解説していきますが、その前に今回の第4回において、これら4つの改
善の型（ＱＣストーリー）の使い分け方法を解説します。

（次ページへつづく）

１．問題と課題は同じ、別物？

　みなさんは、問題と課題を使い分けていますか？
　ほとんどの方があまり意識せずに使っていると思いま
す。JIS Q 9024では次のように定義されています。
 
問題：設定してある目標と現実との、対策して克服する
　　　必要のあるギャップ。 
課題：設定しようとする目標と現実との、対策を必要と
　　　するギャップ。

　絵に描き表すと図6のようになります。課題という表現
を使用するときには、今現在の問題（ギャップ）がない
ことがポイントといえそうです。

　ＱＣサークル活動が色々な職場で行われるようにな って新規業務への対応、現状を大幅に改善する現状打
破といった課題が出てきました。こういった要望に応えたのが課題達成型ＱＣストーリーです。では、「問
題解決」と「課題達成」の意味合いはどのようになっているのでしょうか。日本品質管理学会での定義を示
しておきます。

 問題解決：問題に対して、原因を特定し、対策し、確認する一連の活動。
 課題達成：新たな目標を設定し、その目標を達成するためのプロセス及び／またはシステムを構築し、目標
　　　　　を達成する一連の活動。

　問題解決については、第2回、第3回の問題解決型ＱＣストーリーの手順を見直していただければ、容易に
納得できると思われます。一方、課題達成の内容を理解するには、まず次のポイントを押さえることが必要
です。課題達成の定義には、「問題」や「原因」という単語が出現していない、ということです。すなわ
ち、同じ改善の中で行うものですが、問題解決と課題達成とはまったくの別物だということです。
　テーマの設定を行った結果、改善によって良くしたい対象が問題であれば、問題解決型ＱＣストーリーで
改善を進めるべきです。問題であるにも関わらず、課題達成型ＱＣストーリーで改善を進めるというのは間
違った使い方になります。このような事例を散見しますので、よくよく注意してどの型で改善を進めていく
かを検討していくことが大切です。

図6　「問題」と「課題」の違いとは
２．「問題解決」と「課題達成」
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　表3にＱＣストーリーの4つの型の特徴と代表
的な改善の対象をまとめました。

　改善の基本型は問題解決型であることをしっか
り理解して、必要なときに他の改善の型もうまく
活用していくことが大切です。

　ＱＣストーリーの4つの型の使い分けに関して
は、様々な提案がされていますが、ここでは筆者
が元コマツの山田先生、元シャープの高木先生と
最新の著書で提案しているフロー図を紹介してお
きます（図7参照）。

３．ＱＣストーリーの4つの型の特徴と型の使い分け
表3　ＱＣストーリーの4つの型の特徴と改善の対象

図7　４つのＱＣストーリーの型の選定のフロー図


